
子 ど も た ち の 未 来 を 、

はぐくみ、そだてる。 尼崎市



・「いくしあ」のコンセプトと特徴

・「いくしあ」の組織体制

・総合相談と支援歴の一元管理

・家庭児童相談支援

・教育相談・不登校支援

・発達相談支援

・フロア図・施設概要

・あまがさき・ひと咲きプラザ

・アクセスなど

本日の内容
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「いくしあ」のコンセプトと特徴①
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「いくしあ」のコンセプトと特徴②
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「いくしあ」のコンセプトと特徴③
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「いくしあ」の組織体制
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■主に何らかの課題を抱えた子どもや子育て家庭を対象とした

総合相談窓口としつつ、身近な子育て相談も含め、幅広い相

談に対応します。

■専門の相談員が相談者のニーズを聞きとり、一緒に考え情報

提供や助言、解決イメージを共有します。

総合相談と支援歴の一元管理①
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総合相談と支援歴の一元管理②

■一人ひとりの子どもの支援歴等の記録を一元的に把握する電

子システムにより、迅速かつ適切な支援につなげます。

電子システムの情報はセンシティブな重要情報としてセキュ

リティを厳重に管理します。
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■課題を抱える子どもや子育て家庭からの相談に対応します。

■関係機関との連携により、できるだけ早期にハイリスク家庭

を発見し、支援を実施します。

■児童専門のケースワーカーがコーディネート役として調整を

行い、支援の一体性、連続性を確保します。

家庭児童相談支援

～県の児童相談所といくしあの機能分担のイメージ～

課題を抱える子どもや子育て家庭の早期発見・早期対応を行うことで、児童相談所の介
入が必要なケースの減少につなげるとともに、一時保護・措置解除後の児童等の安定し
た生活を支援することで、児童相談所が適切な介入機能を発揮できるよう、寄り添い型
の支援拠点として「子どもの育ち支援センター いくしあ」を位置づけます。
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～県の児童相談所といくしあの機能分担のイメージ～
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■子どもに関することについて、子ども本人、家族、幼稚

園・学校の先生などからの教育相談を実施します。

■教育支援室の設置など各種事業（サテライト教室事業、

学生や社会人をボランティアとして派遣するハートフル

フレンド派遣事業、訪問事業等）に取り組み、学校と連

携した不登校児童生徒への支援を実施します。

■指導主事が中心となって、学校やいくしあ内の他の専門

職員と連携し、子どもの状況に応じた支援を実施します。

教育相談・不登校支援①
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教育相談・不登校支援②
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～新たな取組や強化する取組～
不登校対策推進事業

●教職員を対象とした研修会を実施し、学校での対応力の向上を図る。

●学校環境適応感尺度「アセス」モデル事業を実施する。

●スクリーニングシート・個人カルテの活用を促進する。

こども自立支援活動事業

●市内6地区を担当するこども自立支援員が、学校や家庭を訪問し、関係機関等と

の連携・調整を行う。

●不登校児童生徒を対象とした体験活動を行う。

ハートフルフレンド派遣事業

●不登校児童生徒の家庭へ学生ボランティア等を派遣する（ボランティアを増

員）。

「教育支援室」充実事業

●wi-fi環境を整えPCを使った学習を実施する。

●農園を整備し、みんなで農業体験！できた作物で調理実習を実施する。



教育相談・不登校支援③
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～新たな取組や強化する取組～（つづき）

「サテライト教室」充実事業

●家から身近な場で、また、開設時間を拡大し、午前だけでなく午後からも学習

支援や教育相談に対応する。

特色ある「教育支援室」モデル事業

●民間への業務委託により、民間のノウハウを活かしながら、特色ある支援を実

施する。

不登校支援団体ネットワーク会議

●行政と民間の連携促進の場として開催する。

「不登校の親のつどい」開催

●不登校の子どもをもつ親のつどいを開催する。



■発達に課題を抱える子どもを対象に、医師や保健師、公認心理師、

保育士、作業療法士、言語聴覚士が相談業務等を実施します。※

■子どもの発達特性等に関する情報を、切れ目なく適切に引継ぎが

行えるよう各施設との連携を図ります。

発達相談支援①
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発達相談支援②
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～主な取組～
発達相談

●発達に課題を抱える子どもやその保護者に対し、相談業務や発達検査、診察

を実施し、必要な支援につないでいく。

施設支援事業

●保育施設や学校等の職員が子どもの対応で困難さを抱えている場合に、保健

師や公認心理師等の専門職が施設を訪問し、関わり方の助言等を行う。

子ども支援教室

●4・5歳児を対象に、集団で観察する必要がある場合に、就学を見据えた支

援教室を実施する。

ペアレントトレーニング（家庭療育支援講座）

●保護者が子どもへの適切な関わり方や、問題行動への効果的な対処の仕方に

ついて学ぶ。

子育て相談会

●いくしあにつながるきっかけとして、子育ての困難さを感じている保護者を

対象に、相談会を実施する。
※3歳以下の児童は、南北保健福祉センター地域保健課や保健所健康増進課での対応を基本として、連携していく。



フロア図・施設概要
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フロア図・施設概要
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フロア図・施設概要
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建築面積：約782㎡ 建物延床面積：約2,031㎡（１階 約734㎡、２階約708㎡、３階 約589㎡）
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あまがさき・ひと咲きプラザ

学びと育ちを支援する拠点として「子どもの育ちを支える機能」、「教員・職員
の人材育成機能」、「市民の交流・学習機能」が有機的に連携します。



アクセスなど

子どもの育ち支援センター（愛称：いくしあ）

所在地 尼崎市若王寺2丁目18番6号 あまがさき・ひと咲きプラザ内

開設日 令和元年（2019年）10月 ※予定

アクセス 徒 歩…阪急園田駅から15分

阪神バス…阪急園田駅から3分、JR尼崎駅から12分、

「百合学院」下車すぐ
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